
全
港
湾
関
西
地
方
本
部

フ
ェ
リ
ー
闘
争
に
つ
い
て

一
、
は
じ
め
に

戦
後
日
本
の
港
湾
国
内
貨
物
の
荷
役
は
、

１
９
９
船
・
４
９
９
船
な
ど
を
中
心
に
在

来
バ
ー
ス
荷
役
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
１
９
６
７
年
神
戸
～
小
倉
の
長

距
離
フ
ェ
リ
ー
が
計
画
さ
れ
就
航
以
来
、

当
時
の
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
と
オ
ー
ナ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
の
激
増
に
よ
り
、
長
距
離
フ
ェ

リ
ー
は
次
々
就
航
さ
れ
、
１
９
７
４
年
に

は
、
35
航
路
、
輸
送
車
両
は
２
１
３
３
万

台
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
無
人
車
輸
送
が
大
幅
に
伸
び
、

そ
れ
が
（
ト
ラ
ッ
ク
陸
上
輸
送
や
鉄
道
と

同
じ
機
能
を
も
つ
、
新
し
い
輸
送
手
段
と

な
り
、
内
航
定
期
貨
物
航
路
が
激
減
し
、

大
阪
港
で
は
港
湾
労
働
者
の
雇
用
不
安
が

発
生
し
て
き
ま
し
た
。

関
西
地
方
本
部
は
、
長
距
離
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
就
航
に
伴
う
港
湾
労
働
者
の
職
域
確

保
を
行
う
た
め
に
、
「
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
に

よ
っ
て
輸
送
さ
れ
る
自
動
車
は
貨
物
で
あ

り
、
自
動
車
の
積
卸
作
業
は
港
湾
労
働
者

の
仕
事
で
あ
る
」
と
意
思
統
一
し
、
１
９

７
２
年
第
27

回
全
港
湾
全
国
定
期
大
会

（
72
年
9
月
5
～
7
日
北
海
道
）
に
て
、

「
合
理
化
反
対
闘
争
」
の
追
加
と
し
て
、

「
長
距
離
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
輸
送
に
お
け
る

車
の
積
卸
な
ど
港
の
作
業
は
、
港
湾
労
働

者
の
仕
事
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
た
た
か

い
を
進
め
る
こ
と
を
全
港
湾
中
央
方
針
と

し
て
確
立
し
ま
し
た
。

二
、
関
西
地
方
本
部
に
お
け
る
た
た
か
い

（
１
）
73
年
の
関
西
地
本
春
闘
臨
時
大
会

以
後
「
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
対
策
委
員
会

（
以
後
「
対
策
委
員
会
」
と
い
う
）
を

発
足
さ
せ
、
増
大
す
る
雇
用
不
安
の
解

消
の
運
動
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

（
２
）
対
策
委
員
会
は
、
ま
ず
73
年
４
月

４
日
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
関
係
14
団
体
、
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
運
航
船
社
37
社
に
要
求
書
を

提
出
し
、
交
渉
出
席
を
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
大
阪
高
知
特
急
フ
ェ
リ
ー
、

関
西
汽
船
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
た

め
、
４
月
10
日
、
組
合
員
を
動
員
し
て

抗
議
行
動
の
結
果
、
よ
う
や
く
両
社
と

も
出
席
を
表
明
し
ま
し
た
。

（
３
）
交
渉
は
４
月
12
日
、
24
日
、
５
月
２

日
の
３
回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
出
席

各
団
体
か
ら
回
答
が
示
さ
れ
た
が
、
何

れ
も
抽
象
的
で
、
妥
結
で
き
な
か
っ
た
。

（
４
）
関
西
地
本
は
実
力
行
使
で
交
渉
進

展
を
検
討
し
た
が
、
時
機
尚
早
と
み
て

暫
く
延
期
し
、
12
月
に
至
っ
て
近
畿
海

運
局
へ
年
末
年
始
の
繁
忙
期
に
実
力
行

使
を
行
う
と
文
書
通
告
し
ま
し
た
。

驚
い
た
海
運
局
は
新
年
早
々
関
係
者
と

懇
談
の
予
定
を
組
合
に
伝
え
中
止
を
申
し

入
れ
て
き
た
の
で
、
関
西
地
本
も
こ
れ
を

了
解
し
、
実
力
行
使
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

（
５
）
１
９
７
４
年
に
入
り
、
１
月
17
日

予
定
通
り
関
西
地
本
、
行
政
官
庁
、
フ
ェ

リ
ー
協
会
の
三
者
懇
談
会
が
持
た
れ
た
。

席
上
海
運
局
は
中
央
に
意
見
具
申
を
行

う
と
同
時
に
今
後
労
使
間
の
窓
口
と
な
っ

て
努
力
す
る
こ
と
を
確
約
し
ま
し
た
。

（
６
）
全
港
湾
中
央
も
問
題
を
重
視
し
、

２
月
27
日
「
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
就
航
に

伴
う
港
湾
労
働
者
の
雇
用
確
保
と
生
活

保
障
に
関
す
る
要
求
書
」
を
運
輸
省
、

日
本
フ
ェ
リ
ー
協
会
、
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
、
日
本
旅
客
船
協
会
、
日
本
長
距

離
フ
ェ
リ
ー
協
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

（
７
）
関
西
地
本
は
３
月
７
日
の
行
政
交

渉
で
大
阪
市
港
湾
局
に
大
型
フ
ェ
リ
ー

埠
頭
の
建
設
中
止
と
、
フ
ェ
リ
ー
対
策

会
議
の
設
置
を
提
案
し
ま
し
た
。

（
８
）
翌
８
日
船
社
を
含
め
た
交
渉
で
大

阪
市
港
湾
局
は
大
型
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
建

設
中
止
を
回
答
。
ま
た
対
策
会
議
に
つ

い
て
は
準
備
委
員
会
程
度
と
暖
昧
な
態

度
を
続
け
た
の
で
、
関
西
地
本
は
３
月

10
日
に
実
力
行
使
を
行
う
と
通
告
す
る
。

（
９
）
３
月
10
日
、
関
西
地
本
は
約
２
，

０
０
０
名
を
動
員
し
て
大
阪
南
港
フ
ェ

リ
ー
埠
頭
に
抗
議
行
動
を
展
開
、
海
運

局
は
各
フ
ェ
リ
ー
船
社
に
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
た
め
自
動
車
積
卸
中
止
を
指
導
し

た
の
で
、
抗
議
行
動
中
は
積
卸
が
行
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
10
）
実
力
行
使
に
刺
激
さ
れ
解
決
を
急

い
だ
海
運
局
は
、
次
の
私
案
（
要
旨
）

を
関
西
地
本
と
船
社
に
提
示
し
ま
し
た
。

（
11
）
私
案
は
出
た
が
関
西
地
本
は
闘
い

を
緩
め
ず
、
３
月
26
日
、
27
日
48
時
間
ス

卜
に
突
入
し
ま
し
た
。
27
日
、
船
社
側

は
抗
議
行
動
開
始
を
午
前
八
時
頃
と
推

測
（
事
前
に
船
会
社
に
漏
れ
て
い
た
）

し
て
、
午
前
７
時
頃
か
ら
車
両
の
積
卸

を
始
め
た
の
で
、
藤
本
関
西
地
本
執
行

員
が
、
他
の
組
合
員
と
共
に
実
力
行
使

で
ト
ラ
ッ
ク
の
下
船
を
阻
止
し
、
数
百

台
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

（
12
）
こ
の
フ
ェ
リ
ー
に
観
光
バ
ス
が
乗

船
し
て
い
た
が
、
フ
ェ
リ
ー
協
会
が
譲

歩
す
る
ま
で
実
力
で
阻
止
を
続
け
、
午

後
２
時
頃
に
至
り
、
フ
ェ
リ
ー
協
会
代

表
か
ら
協
議
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
労

使
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
暫
定
確
認
で
合

意
し
、
抗
議
行
動
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

（
13
）
そ
し
て
30
日
地
域
瞥
定
協
定
が
成
立
、

「
海
運
局
私
案
を
尊
重
し
、
こ
れ
に
準

拠
し
て
話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と
を
旨

と
し
、
職
域
問
題
に
つ
い
て
は
具
体
化

の
話
し
合
い
を
進
め
る
、
救
済
基
金

（
フ
ェ
リ
ー
基
金
）
に
つ
い
て
は
拠
出

に
同
意
す
る
」
と
の
回
答
を
獲
得
し
て

一
応
争
議
は
終
結
し
ま
し
た
。

（
14
）
74
年
春
闘
終
了
後
全
国
港
湾
は
、
８

月
に
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
就
航
に
伴
う
職

域
確
保
に
関
す
る
下
記
の
３
項
目
の
要

求
書
を
決
定
し
、
日
本
旅
客
船
協
会
、

日
本
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
協
会
、
日
本
港

運
協
会
、
全
国
港
湾
の
四
者
会
議
を
設

置
す
る
よ
う
関
係
官
庁
、
関
係
団
体
に

提
出
し
ま
し
た
。

（
15
）
こ
れ
に
基
づ
き
全
国
港
湾
、
日
港

協
、
両
協
会
、
運
輸
省
の
４
者
協
議
会

が
８
月
31
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
関
西
地

本
は
地
域
暫
定
協
定
当
事
者
と
し
て
、

中
央
交
渉
に
参
加
が
認
め
ら
ま
し
た
。

（
16
）
中
央
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
期
間

に
も
、
関
西
地
本
が
締
結
し
た
地
域
暫

定
協
定
に
よ
る
フ
ェ
リ
ー
救
済
基
金
の

支
払
問
題
は
フ
ェ
リ
ー
船
社
と
の
話
し

合
い
が
難
航
し
、
救
済
基
金
は
信
託
銀

行
に
預
託
さ
れ
た
ま
ま
、
凍
結
状
態
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

（
17
）
や
が
て
中
央
交
渉
は
越
年
後
の
75
年

４
月
２
日
協
定
調
印
が
決
ま
っ
た
が
、

関
西
地
本
は
地
域
暫
定
協
定
に
つ
い
て

は
中
央
協
定
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を

中
央
交
渉
の
中
で
確
認
さ
せ
る
と
共
に
、

フ
ェ
リ
ー
船
社
に
対
し
て
は
抗
議
を
行

い
、
救
済
基
金
の
運
営
実
施
に
必
要
な

手
続
を
要
求
し
ま
し
た
。

（
18
）
そ
し
て
関
西
地
本
と
大
阪
、
神
戸
、

徳
島
各
フ
ェ
リ
ー
協
会
と
の
交
渉
は
、

そ
の
後
十
数
回
の
小
委
員
会
、
数
え
切

れ
な
い
程
の
事
務
折
衝
を
重
ね
８
月
10

日
、
フ
ェ
リ
ー
救
済
運
営
規
定
の
承
認
、

救
済
基
金
の
管
理
運
営
は
関
西
地
本
に

委
託
す
る
こ
と
で
解
決
し
ま
し
た
。
救

済
基
金
は
７
千
万
円
で
妥
結
。

（
19
）
７
千
万
円
の
内
、
５
千
万
円
を
関

西
地
本
が
フ
ェ
リ
ー
基
金
と
し
て
現
在

も
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
残
り
２
千

万
円
は
、
四
国
地
本
に
配
分
し
ま
し
た
。

三
、
全
国
港
湾
の
た
た
か
い

一
、
は
じ
め
に

（
１
）
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
又
は
フ
ェ
リ
ー
輸

送
に
つ
い
て
は
近
年
著
し
く
増
加
し
、

74
年
に
は
す
で
に
運
航
中
が
35
航
路
、
開

業
準
備
、
申
請
中
を
含
め
る
と
約
50
航

路
に
の
ぼ
り
、
そ
れ
が
75
年
４
月
に
は
、

中
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
39
航
路
、
85
隻
、
約

49
万
総
ト
ン
に
の
ぼ
り
、
長
距
離
フ
ェ

リ
ー
に
お
け
る
自
動
車
輸
送
台
数
は
１

８
２
万
台
、
71
年
と
比
べ
て
３
倍
に
増

加
し
、
そ
の
う
ち
、
無
人
車
輸
送
は
36

万
台
、
約
７
・
５
倍
に
増
加
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
も
、
75
年
３
月
か
ら
、
貨

物
専
用
フ
ェ
リ
ー
の
運
航
が
認
可
さ
れ
、

内
航
海
運
と
の
競
争
激
化
、
港
湾
運
送
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要求書

１．カーフェリーへの自動車の積卸し、配給センターなど関連倉庫作業、埠頭およびター

ミナルにおける諸作業等は、すべて港湾労働者の職場であることを明確にし、既存の

港湾労働者にその作業をおこなわせること。

２．港湾労働者の雇用と生活保障を確立するためカーフェリーの就航にともなう人減らし、

配置転換をいっさいおこなわず、関係者が共同で雇用と生活の安定をはかること。

３．関係官庁、地方自治体、公社、フェリー業者、港運業者、トラック業者、関係労組によ

る「対策会議」を中央、地方に早急に設置し、具体的な対策をたてること。

４．前三項の要求が解決するまではフェリー埠頭の建設を中止することとし、開業準備

中の航路は就航を中止させ、免許申請中のものは認可しないこと。

以上

近畿海運局（私案）

１．フェリーを利用する自動車の受渡しは従来

船内渡しであったが、その外に商品車、無人

航走車などを対象とする。船側渡しの積卸作

業は、港湾労働者、港湾運送事業者に行わ

せることとする。

但し、どちらの受渡しによるかフェリー利用

者の自由な選択にまかせる。

２．港湾労働者の生活安定、中高年齢者層対

策などで労使あるいは行政機関の合意に基

づき生活安定の基金等が設立された場合、

フェリー船社は当該制度または組織に応分

の拠出をする。

No-1

全日本港湾労働

組合関西地方本部
電話：06-6572-2194



事
業
へ
の
影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

（
２
）
こ
う
し
た
な
か
で
、
74
年
３
月
、

全
港
湾
関
西
地
本
が
、
「
自
動
車
の
積

卸
作
業
は
港
湾
労
働
者
の
職
場
で
あ
る
」
、

「
埠
頭
及
び
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
け
る
諸

作
業
等
は
港
湾
労
働
者
の
職
場
で
あ
る
」

と
い
う
「
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
就
航
に
と

も
な
う
港
湾
労
働
者
の
雇
用
確
保
と
生

活
保
障
に
関
す
る
要
求
書
」
を
関
係
機

関
、
関
係
諸
団
体
に
提
出
し
て
た
た
か

い
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

（
３
）
そ
し
て
、
職
域
問
題
、
救
済
基
金

制
度
の
創
設
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
央

段
階
で
の
話
し
合
い
の
結
果
に
よ
る
と

し
た
う
え
で
、
大
阪
及
び
神
戸
港
に
お

け
る
地
域
的
暫
定
措
置
と
し
て
、
イ
、

職
域
に
つ
い
て
地
方
的
先
行
的
に
具
体

化
す
る
。
ロ
、
雇
用
安
定
に
係
る
方
法

に
つ
い
て
は
、
新
会
社
、
公
社
又
は
既

存
港
運
業
等
の
使
用
に
よ
り
港
湾
労
働

者
の
就
労
を
確
保
す
る
。
ハ
、
救
済
基

金
に
つ
い
て
は
暫
定
措
置
と
し
て
、
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
船
社
が
拠
出
に
合
意
す
る
。

な
ど
の
関
係
団
体
と
の
確
認
を
獲
得
し

ま
し
た
。

（
４
）
全
国
港
湾
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
闘
争

は
、
こ
う
し
た
関
西
地
本
の
た
た
か
い

を
引
継
ぎ
、
全
国
闘
争
と
し
て
発
展
さ

せ
た
も
の
で
あ
り
す
。

四
、
全
国
港
湾
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
闘
争

第
1
弾

（
１
）
74
年
８
月
全
国
港
湾
は
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
の
急
激
な
増
大
に
よ
る
、
関
係
港

湾
労
働
者
の
雇
用
不
安
の
解
消
を
め
ざ

し
て
、
①

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
に
お
け

る
諸
作
業
は
、
す
べ
て
港
湾
労
働
者
の

職
場
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
既
存

の
港
湾
労
働
者
に
そ
の
作
業
を
行
わ
せ

る
こ
と
。
②

港
湾
労
働
者
の
雇
用
と
生

活
保
障
を
は
か
る
た
め
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

就
航
に
と
も
な
う
人
減
ら
し
、
配
置
転

換
を
一
切
お
こ
な
わ
ず
、
関
係
者
が
共

同
で
雇
用
と
生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ

と
。
③

こ
れ
ら
の
解
決
を
は
か
る
た
め

に
、
関
係
省
庁
、
日
本
旅
客
船
協
会
、

日
本
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
協
会
、
日
本
港

運
協
会
、
全
国
港
湾
の
四
者
会
議
を
設

置
し
、
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。
を
趣
旨

と
す
る
要
求
を
関
係
官
庁
、
関
係
団
体

に
８
月
９
日
提
出
し
ま
し
た
。

（
２
）
四
者
協
議
は
、
８
月
31
日
開
催
さ

れ
た
以
後
、
９
月
26
日
、
10
月
22
日
、
11

月
５
日
、
11
月
５
日
、
12
月
19
日
開
か
れ

ま
し
た
。

（
３
）
75
春
闘
以
後
、
職
域
問
題
に
つ
い

て
は
対
象
を
全
航
路
、
全
車
種
を
主
張

す
る
全
国
港
湾
と
長
中
距
離
、
無
人
車

に
限
定
す
る
船
社
と
の
意
見
が
対
立
し

た
が
、
最
終
的
に
は
、
75
年
４
月
２
日
、

運
輸
省
港
湾
局
の
立
会
い
の
も
と
、
日

本
旅
客
船
協
会
、
日
本
長
距
離
フ
ェ
リ
ー

協
会
、
日
港
協
、
全
国
港
湾
の
間
に
、

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
に
お
け
る
タ
ー
ミ

ナ
ル
作
業
は
、
港
湾
労
働
者
の
職
域
で

あ
る
こ
と
を
原
則
的
に
確
認
し
、
船
社

が
「
港
湾
労
働
者
生
活
保
障
基
金
（
仮

称
）
」
に
一
定
の
基
金
を
拠
出
す
る
こ

と
を
基
本
内
容
と
す
る
、
左
記
の
確
認

書
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
全
国
港
湾
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
闘
争

第
２
弾

（
１
）
１
９
９
２
年
10
月
第
26
回
全
国
港
湾

定
期
大
会
に
て
、
①

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
協

定
（
１
９
７
５
年
４
月
）
に
基
づ
く
地

区
協
議
が
進
ま
な
い
こ
と
、
②

モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
に
よ
る
フ
ェ
リ
ー
輸
送
増
大

に
対
す
る
対
応
の
必
要
性
の
討
議
を
受

け
て
、
改
め
て
秋
年
末
闘
争
で
フ
ェ
リ
ー

闘
争
を
取
り
組
む
こ
と
を
決
議
し
、
10

月
28
日
、
船
社
・
日
港
協
・
運
輸
局
に

75
年
の
協
定
に
基
く
五
項
目
の
要
求
書

を
提
出
し
、
具
体
的
な
協
議
の
進
め
方

で
、
船
社
・
日
港
協
・
全
国
港
湾
の
三

者
に
よ
る
事
務
折
衝
を
続
け
た
が
公
式

の
三
者
協
議
を
開
く
に
至
ら
ず
、
93
年

春
闘
に
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
２
）
93
年
春
闘
で
も
同
様
の
要
求
書
を

提
出
し
、
三
者
協
議
の
開
始
を
追
求
し
、

第
１
回
協
議
は
３
月
17
日
に
開
催
し
た

が
、
船
社
は
、
①
船
社
と
組
合
が
協
議

す
る
状
況
に
な
い
、
と
い
う
後
退
し
た

姿
勢
に
終
始
し
、
組
合
は
協
定
の
具
体

的
実
施
と
基
金
引
き
上
げ
を
強
く
要
求

し
た
。
日
港
協
と
93
春
闘
で
は
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
に
つ
い
て
は
別
途
協
議
す
る
こ
と

で
確
認
し
た
。

（
３
）
第
２
回
三
者
協
議
を
４
月
20
日
行

う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
日
港
協
の
ト
ッ

プ
人
事
に
問
題
が
発
生
し
、
当
日
日
港

協
は
欠
席
し
た
た
め
流
会
に
な
っ
た
の

で
、
組
合
は
流
会
に
対
す
る
厳
重
抗
議

と
協
定
履
行
の
申
し
入
れ
と
声
明
を
発

表
し
ま
し
た
。

（
４
）
そ
の
後
、
９
月
１
日
第
２
回
三
者
協

議
を
開
く
に
至
り
、
10
月
25
日
、
11
月
18

日
、
12
月
22
日
、
94
年
２
月
４
日
に
行
い

ま
し
た
。
船
社
は
自
動
車
航
送
は
船
社
の

業
務
で
あ
り
、
港
湾
の
業
務
・
職
域
を
否

定
す
る
姿
勢
で
進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

組
合
は
交
渉
途
中
で
新
し
い
確
認
書
案
と

1
億
円
の
基
金
拠
出
を
提
示
し
、
船
社
の

回
答
を
迫
っ
た
が
、
明
確
な
回
答
が
無
く

２
月
４
日
に
決
裂
し
ま
し
た
。

（
５
）
そ
こ
で
全
国
港
湾
は
94
年
３
月
１

日
よ
り
全
国
一
斉
に
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
闘

争
を
組
織
し
、
無
人
車
を
中
心
に
搬
出

入
阻
止
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
６
）
大
阪
で
は
泉
大
津
と
南
港
の
フ
ェ

リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
神
戸
港
で
は
青

木
の
フ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
そ

れ
ぞ
れ
行
動
が
組
織
さ
れ
た
。
関
西
地

本
は
２
０
０
名
を
動
員
し
、
３
月
２
日

以
降
は
南
港
に
行
動
を
集
中
し
た
。

（
７
）
こ
の
よ
う
な
行
動
を
背
景
に
全
国

港
湾
は
３
月
２
日
か
ら
再
び
交
渉
を
始

め
、
翌
３
日
、
三
者
協
議
は
合
意
に
達

し
た
の
で
下
記
の
内
容
の
確
認
書
を
交

わ
し
、
阻
止
行
動
は
３
月
３
日
午
後
10

時
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

（
８
）
そ
の
後
、
３
年
毎
に
、
全
国
港
湾
・

日
本
港
運
協
会
・
フ
ェ
リ
ー
船
社
（
日

本
旅
客
船
協
会
・
日
本
長
距
離
フ
ェ
リ
ー

協
会
）
３
者
で
、
フ
ェ
リ
ー
基
金
（
特

別
会
費
）
の
確
認
書
を
交
わ
し
て
い
る
。

（
９
）
こ
れ
に
、
も
と
づ
き
大
阪
・
神
戸

港
で
は
フ
ェ
リ
ー
の
無
人
車
搬
出
入
業

務
は
、
港
湾
労
働
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。

（
10
）
フ
ェ
リ
ー
基
金
は
、
全
港
湾
関
西

地
本
の
取
組
み
か
ら
、
全
国
港
湾
に
引

き
継
が
れ
、
全
国
的
取
組
み
と
し
て

「
内
航
フ
ェ
リ
ー
輸
送
に
お
け
る
港
湾

労
働
者
の
職
域
削
減
に
伴
う
共
済
基
金
」

と
し
て
、
現
在
フ
ェ
リ
ー
船
社
２
協
会

が
、
日
本
港
運
協
会
へ
特
別
会
費
と
し

て
、
年
間
単
位
で
無
人
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
台

数
に
１
台
当
た
り
58
．
3
円
を
乗
じ
た
額

を
拠
出
し
て
い
ま
す
。

（
11
）
２
０
１
１
年
12
月
か
ら
、
年
間
二
千

万
円
を
全
国
港
湾
の
「
労
働
者
福
利
対

策
費
」
と
し
て
、
支
払
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
原
点
は
全
額
全
国
港
湾
に
支
払
わ

れ
る
べ
き
「
フ
ェ
リ
ー
基
金
」
で
す
。

（
12
）
２
０
１
７
年
度
は
、
全
国
港
湾
が

日
本
港
運
協
会
に
増
額
を
要
求
し
、
年

間
四
千
万
円
が
、
半
期
毎
二
千
万
円
で

支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
13
）
し
か
し
、
近
年
日
本
港
運
協
会
は
、

半
期
毎
の
支
払
を
完
全
履
行
し
て
い
ま

せ
ん
。
日
本
港
運
協
会
は
、
契
約
不
履

行
を
早
急
に
是
正
す
べ
き
で
す
。

※
：全
港
湾
関
西
地
方
本
部
が
作
成
し
た「
フ
ェ

リ
ー
闘
争
の
報
告
」を
再
発
行
し
ま
し
た
の

で
必
要
な
方
は
関
西
地
本
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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確 認 書
フェリー船社側（日本旅客船協会、日本長距離フェリー協会)、日本港運協会及び全国港

湾労働組合協議会は運輸省の立ち合いのもとに、カーフェリー輸送におけるターミナル作
業について協議した結果、下記諸点について意見の一致をみたことを確認する。

記
一、カーフェリー埠頭における一切の業務は、フェリー船社が行なう自動車航送業務であ

ると同時に港湾における港運事業者の行なう業域であり、且つ港湾労働に従事する
者の職域であることを原則として確認する。
具体的作業内容については当面下記の通りとする。

（１）埠頭サービス業務
（イ）可動橋操作 （ロ）綱取、（ハ）車両積込、（ニ）車両取卸、（ホ）車両誘導、（へ）
清掃、（ト）廃棄物の処理

（２）船客等サービス業務
手、小荷物取扱い

（３）駐車場業務
（イ）駐車場の管理、（ロ）トラックターミナル、（ハ）倉庫
但し、カーフェリー輸送の現状に鑑み、有人車については原則として除外する。なお、
具体的な実施の方法ならびに時期等については関係各港で協議して決める。

（注）有人車とは旅客として乗船する運転者が自らの車両（乗用自動車、貨物自動車）
を自ら船内に積み込み、揚地において自らが船内から陸上げする車両をいう。

二、基金については、フェリー船社側は、日本港運協会と全国港湾労働組合協議会との
間で設立される「港湾労働者生活保障基金」（仮称）に一定の基金を拠出する。

以上
昭和五〇年四月二日

日本旅客船協会
日本長距離フェリー協会

副 会 長 入 谷 豊 州 ㊞
日本港運協会

副 会 長 高 嶋 四郎雄 ㊞
同 松 村 正 直 ㊞
同 岡 部 髙 ㊞

全国港湾労働組合業議会
議 長 吉 岡 徳 次 ㊞

立会 運輸省港湾局
港政課長 松 村 義 弘 ㊞

No-２

確

認

書

フ
ェ
リ
ー
船
社
（
日
本
旅
客
船
協
会
・
日
本

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
協
会
）、
日
本
港
連
協
会
及

び
全
国
港
湾
労
働
組
合
協
議
会
は
、
昭
和
50

年
4
月
2
日
付
確
認
書
に
基
づ
き
、
下
記
の

通
り
意
見
の
一
致
を
み
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

1.
フ
ェ
リ
ー
船
社
は
昭
和
50
年
４
月
２
日
付

確
認
書
の
実
施
に
つ
い
て
確
認
し
、
商
品

車
、
建
機
、
農
機
及
び
コ
ン
テ
ナ
の
積
み

卸
し
作
業
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
実
態
を
考
慮
の
上
、
三
者
又
は
四
者
協

議
を
行
い
、
港
湾
運
送
事
業
者
を
起
用

す
べ
く
努
力
す
る
も
の
と
す
る
。

２
．
無
人
車
の
扱
い
は
継
続
協
議

３
．
拠
出
金
は
平
成
四
年
度
と
五
年
度
は
三

千
万
円
と
し
、
平
成
六
年
度
は
四
千
万
円

と
す
る
。
平
成
七
年
以
後
に
つ
い
て
は
、
引

続
き
協
議
す
る
。

平
成
６
年
３
月
３
日


